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区
議
会
だ
よ
り
第
202
号

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

本
号
は
平
成
28
年
第
三
回

定
例
会
の
内
容
を
中
心
に

編
集
し
ま
し
た
。

　

秋
も
深
ま
り
、
朝
夕
も

冷
え
こ
む
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
風
邪
な
ど
ひ

か
ぬ
よ
う
お
気
を
つ
け
て

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

本
紙
に
つ
い
て
、
ご
意

見
・
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
議
会
事
務
局
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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員
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石
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有
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豊

あ
と
が
き

意　　見　　書 第三回定例会では、１件の意見書を可決し、関係機関に提出しました。

声　　　　　明 ８月４日に、区長と議長が連名で「北朝鮮のミサイル発射に断固抗議する声明」を
発表しました。全文は、区ホームページでご覧いただけます。

●固定資産税および都市計画税の軽減措置等の
　継続を求める意見書（区民生活委員会）
　わが国の景気は、雇用・所得環境の改善傾向が続くなかで、金融緩和や財
政出動などの各種政策の効果もあって、緩やかな回復に向かうことが期待さ
れるところであるが、中国をはじめとする海外の景気が下振れし、景気が下
押しされるリスクを抱えている。また、英国のＥＵ離脱問題など、海外経済
の不確実性の高まりなどに留意する必要があり、区民や小規模事業者を取り
巻く環境は依然として厳しい。
　このような中、現在、都が実施している固定資産税および都市計画税の軽
減措置等は、区民生活の安定と、中小事業者にとっての事業の継続や経営の
健全化に大きな支えとなっており、今後も必要な措置であると考える。
　23区の固定資産税は、都区共通の財源であり、こうした軽減措置等の継続は
当区の財政運営にも影響を与えることになるが、都が軽減措置等を廃止するこ
とになれば、区民や小規模事業者に与える影響は極めて大きく、地域社会の活

性化や地域の景気にも悪影響を及ぼす要因となることが強く危惧される。
　よって、本区議会は都に対し、平成29年度以降の次の事項の継続について
強く求めるものである。

１ 　小規模住宅用地に対する都市計画税を２分の１とする軽減措置
２ 　小規模非住宅用地に対する固定資産税および都市計画税を２割減額する
減免措置
３ 　商業地等における固定資産税および都市計画税について、負担水準の上
限65％に引き下げる減額措置

　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

　平成28年10月14日

▽あて先・・東京都知事　

決　　　　　議 第三回定例会で可決しました。

●北朝鮮の核実験に断固抗議する決議
　北朝鮮の国営の朝鮮中央テレビは、９月９日に核実験を行ったことを明ら
かにした。
　わが国は、広島、長崎への原爆投下による被爆を経験した唯一の国である
ことから、多年にわたり、全世界に核兵器の廃絶を求め、また国際社会も核
軍縮や核実験全面禁止への努力を積み重ねてきた。
　練馬区は、すべての核兵器の廃絶と世界の恒久平和を願って、「非核都市練
馬区宣言」を昭和58年10月３日に決議した。また、これまでに行われた各国の
核実験に抗議するとともに、即時中止を求める要請も行ってきた。
　しかし、これらの努力を重ねてきたにもかかわらず、本年９月５日の弾道
ミサイルの発射に続けて、５回目の核実験を強行したことは、誠に遺憾であ
り、断じて容認できるものではない。

　このことは、わが国のみならず、東アジアおよび国際社会の平和と安全に
対する重大な脅威となるものである。また、核実験を行わないよう求めた国
連安全保障理事会決議に明らかに違反するものであり、日朝平壌宣言や六者
会合共同声明にも反するものである。
　よって、本区議会は、北朝鮮の核実験に対して断固非難し、厳重に抗議す
るとともに、核実験および国連安全保障理事会決議に違反する行為を今後行
わないよう強く求めることを表明する。
　以上、決議する。

　平成28年９月12日
練馬区議会

●北朝鮮のミサイル発射に断固抗議する決議
　本年９月５日午後０時13分頃、北朝鮮が日本海に向けて弾道ミサイル３発
を発射した。本年８月３日に続き、いずれも日本海上の我が国の排他的経済
水域に着水したものと推定されている。
　我が国をはじめとする国際社会が、北朝鮮に対し再三にわたり強くミサイ
ル発射の自制を求めてきたにもかかわらず、再び発射を強行したことは、我
が国のみならず東アジア地域全体の平和と安定を損なう行為であり、許しが
たい暴挙である。
　今回のミサイル発射が、弾道ミサイル技術を使用したいかなる発射も行わ

ないことを北朝鮮に義務付けた国連安全保障理事会決議や、日朝平壌宣言に
も違反することは明らかである。
　よって、本区議会は、北朝鮮のミサイル発射に対して厳重に抗議するとと
もに、国連安全保障理事会決議に違反する行為を今後行わないよう強く求め
ることをここに表明する。
　以上、決議する。

　平成28年９月６日
練馬区議会
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７
月
14
日
、
調
布
市
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
都
内
の
14
区
21
市
２
町
１
村
が
加

盟
す
る
第
54
回
東
京
河
川
改
修
促
進
連
盟
総

会
お
よ
び
促
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
東
京
の
河
川
改
修
を
早
期

に
達
成
し
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
、
安
全
で

水
害
の
な
い
水
と
緑
豊
か
な
潤
い
あ
ふ
れ
る

生
活
環
境
の
創
設
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
区
議
会
か
ら
は
、
議
長
を
含
む
20
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

河 川 改 修 促 進 大 会 に 参 加
　

10
月
18
日
、
千
代
田
区
の
砂
防
会
館
に
お

い
て
、
東
京
都
区
市
町
村
が
主
催
す
る
第
27

回
東
京
都
道
路
整
備
事
業
推
進
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
東
京
の
広
域
化
す
る
交
通

混
雑
の
緩
和
や
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

に
資
す
る
た
め
、
道
路
、
橋
梁
、
鉄
道
連
続

立
体
交
差
等
の
整
備
お
よ
び
公
共
交
通
を
充

実
さ
せ
る
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
の
整
備
の
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
区
議
会
か
ら
は
、
副
議
長
を
含
む
９
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

道路整備事業推進大会に参加

定
例
会
の

開
催
予
定

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
本
会
議
、
各
委
員
会
の
開
催
日

時
等
の
詳
細
は
、
電
話
等
で
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

西
庁
舎
９
階
の
傍
聴
席
入
口

西
庁
舎
５
階
の
議
会
事
務
局

傍
聴
受
付

本
会
議

委
員
会

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
で
、
手

話
通
訳
を
ご
希
望
の
方
は
、
事

前
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

次
回
の
定
例
会
は
、

11
月
25
日（
金
）か
ら

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　区議会のしくみや仕事を
はじめ、請願・陳情の書き方
なども掲載しています。
　ぜひ、ご活用ください。

区役所本庁舎１階、
各区民事務所、
出張所、図書館など

配 布 場 所
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